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コラム　未来へ自然を残すために　～ヤマネの巣箱調査から～
　山桜の見頃も落ち着き、暖かな日差しが戻ってきた 2019 年 4 月下旬、継続的に実施している延岡市
大崩山での巣箱調査にて、久しぶりにヤマネに出会った。しかも、まだ開眼していない子供と一緒で、
この調査地で巣箱を子育てに利用しているのを確認したのは初めてであった。いささか興奮し、学生に
動くヤマネを見せたかったのだが、まだ学生が研究室配属されていない時期であり、一人で感動を味わっ
た。
　国の天然記念物ヤマネは、ふさふさとした尾を持つ体重が20gにも満たない夜行性のげっ歯類である。
樹上生活をしており、一般に果実、花、樹皮、昆虫などを採食し、冬眠することが知られている。本州、
四国、九州の山地～亜高山帯の森林に分布しているが、宮崎県では本来の生息地での発見が少なく、そ
の生態についての詳しい状況も分かっておらず、絶滅危惧Ⅱ類にランクされる希少野生動物である。宮
崎県における本種の生態を明らかにするため、自然条件で利用している樹洞にかわり、巣箱を設置して
学生とともにその利用調査をしているが、ここ数年、発見率が下がってきている。一方で、頻繁に巣箱
を利用しているのはヒメネズミである。日本の山林に広く生息する代表的な野鼠であり、木登りが上手
く樹洞を利用することがあるため、巣箱に巣材の枯葉を敷き詰めて繁殖に利用したり、餌のドングリを
大量に持ち込んだりする。大崩山では少なくとも、年に 2 回の繁殖期を確認している。
　こういった小型の夜行性哺乳類は、普段目視で観察することは非常に難しい。我々の見えないところ
で当たり前に暮らしていたり、その数を減少させたりしている。詳細を知るために、巣箱や生け捕り用
の罠、自動撮影カメラなどを使って生体を確認し調査していくのである。学生と一緒に調査をしている
と、時折罠や巣箱の中に入り込んでいるコアシダカグモやカマドウマに対して悲鳴が聞こえてくるが、
ヤマネやヒメネズミが入っていると嬉々として知らせてくれる。慣れてくると、糞の存在や匂い、体サ
イズなどちょっとした変化にも気付くようになり、考えて主体的に動けるようになるのを見ると、学生
の育成に少なからず寄与していることを感じる。
　宮崎県は県土の 76% を森林が占めており、豊かな自然環境に恵まれている。しかし、近年、開発や
里地里山の荒廃による生態系被害が問題になっている。このような被害に歯止めをかけるため、平成
18 年に、「宮崎県野生動植物の保護に関する条例」が施行された。さらにこの条例に基づき、平成 30
年には「宮崎県野生動植物保護計画」が策定され、具体的な野生動植物の保護について実施内容が定め
られている。県民の野生動植物保全への意識改善が期待されるが、一般に、動物園で人気のあるような
種の認知度は高いが、身近な山野に生息しているにも関わらず、絶滅が危惧されるような稀な動物は、
その存在そのものが認知されていないことも多いのが現状である。近い将来、ヤマネが宮崎県から消失
したとしても、我々の生活にすぐに影響を及ぼすわけでも、地球が危機に陥るわけでもない。だが、生
物多様性を担う一種の消失には、その種が生きていくことができなくなった環境の変化が原因となって
いる。我々人間もその環境の一部であり、環境から恩恵を得ていることは認識しなければならない。宮
崎県がボランティアを募集している自然保護推進員の年齢層は高いため、彼らの経験に基づく豊富な知
識を受け継ぐ若手の、自然への関心を高めることが必要である。最初の一歩は気になる動物や植物を知
ることで良い。次にその種がどのような場所に生息し、どのような生物種間の作用があるのか見識を深
めていけば、いずれ広い視野を持って自然を見ることができるだろう。保全は数年で達成しうるもので
はない。数十年、数百年と未来へ繋げるため、次世代を担う学生たちにその足がかりを作ることは大き
な意味を持つだろう。
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